








今度は、XR-2206のキットです

　XR-2206のファンクションジェネレータキットは
①「多機能モード」と、②「デューティ比可変モー
ド（低周波用）」を ジャンパー設定で切り替えるよ
うになっています。

①　多機能モード：
　　　デューティ比は、50%固定ですが、通常の
　　　ファンクションジェネレーターとして 矩形波
　　　三角波、正弦波を 出力出来ます。

②　デューティ比可変モード（低周波用）
　　　デューティ比を変える事で、矩形波を、細い
　　　パルス波にしたり、三角波を ノコギリ波に
　　　出来ます。　代わりに周波数の安定性が
　　　低くなります。　（ C4の 実測周波数で、
　　　0.001uFで、最大 18KHzになっています。
　　　高い周波数は、出にくくなるようです。 ）

　今回は、一般的な ファンクションジェネレータと
して使用して比較しようと思いますので、①の
多機能モードで、使用してみようと思います。

　その他、このXR-2206は、AM機能や、FSK機能
も持っています。  AM機能は、振幅変調機能で
す。　FSK機能は、0と 1の　デジタル信号で、
FM変調をかける事で、 昔のFMモデムの変調側
だけの実験が出来ますが、ファンクションジェネ
レータと 考えると通常 必要ない機能と思いま
す。



XR-2206キットの組み立て

　　組み立ては、プリント基板に部品を取り付け
ハンダ付けする事が、メインです。　あと、電源
線と、信号出力線を、２系統付けました。
　信号出力は、矩形波専用出力と、三角波と
正弦波の切り替え出力です。　切り替えは、
ショートバーE2の抜き差しで行います。

　順次 パーツリストで、部品を見つけ、パーツ
リストの部品記号と、同じ 部品記号を プリント
基板部品面の シルク印刷で見つけます。
　基板に部品の足を差し込み、裏側から半田
付けして、余分な長い足を二ッパーにて切り落
とします。　時々、確認のため、回路図も見まし
たが、殆どパースリストと 基板のシルク印刷の
対応で部品を差し込んで、半田付けできます。

　今回は、おまけ部品の ボリュームと、ロータリース
イッチは、使用しませんでした。



矩形波は 調整箇所無し

三角波、正弦波の調整は
R5、R8、R9の ３箇所を　
交互に調整する。
（ 相互に影響するので
　　　　 調整が難しい。）



　右は、XR-2206 1KHzの、各波形出力

のオシログラフの Jpeg画像です。

矩形波：　11.76 Vp-p

三角波：　5.78 Vp-p

正弦波：　2.66 Vp-p

で、各波形により レベル差が、かなり

あります。　これでは、波形を切り替えた

際に、オシロ波形がオーバースケールし

て使いずらいと思われます。　それぞれ

の波形振幅が、ほぼ揃っている方が、

扱いやすいので、抵抗分圧で、レベル合

わせする等の工夫をした方がいいと思わ

れます。

XR-2206 各波形出力
振幅の レベル差



10Hz 100Hz 1KHz 10KHz 100KHz

XR-2206／10uF（ 0.8Hz～128Hz ）

XR-2206／1uF　（ 9.61Hz～1008Hz ）

XR-2206／0.1uF　（ 91.9Hz～9.29KHz ）

XR-2206／0.01uF　（ 980Hz～94.7KHz ）

周波数レンジ設定用コンデンサの 凡その守備範囲

XR-2206／0.001uF
（ 9.15KHz～637.8KHz ）

XR-2206／100pF
（ 81.7KHz～3.08MHz ）



XR-2206／矩形波出力
10Hz、100Hz、1KHz、

10KHz、100KHz の波形



XR-2206／三角波出力
10Hz、100Hz、1KHz、

10KHz、100KHz の波形



XR-2206／正弦波出力
10Hz、100Hz、1KHz、

10KHz、100KHz の波形
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各FGキットの周波数応答特性



F
G

0
8
5

F
u
n
c
ti
o
n
 G

e
n
e
ra

to
r







AVRマイコン
MEGA168PA

AVRマイコン
MEGA48PA

CP2102
USB-シリアル

X9C102S
デジタル

ポテンショ
メータ

OPAMP
TL084C

LM61721
温度センサ

？

78L05
三端子

レギュレータ

34063API
DC-DCコンバータ







FG085の 操作
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①　電源スイッチ
②　ロータリーエンコーダ（ 数値を連続的に可変する際に用います ）
③　モードスイッチ（　１：CW、２：Sweep、３：Serbo Pos、　4：Serbo Run の
　　　モード切替えを [MODE] -> [ADJ] -> [WF] の操作で　行います。）　
④　パラメータキー（ F/T:周波数/周期、 AMP：出力振幅、OFS：直流電圧
　　　オフセットの、３つの 設定機能を呼び出します。 ）
⑤　数値入力のテンキーです。

⑥　ユニットキー（ 単位の選択 ）
　　です。　例えば周波数を 440Hz
　　に設定する場合は
　　[F/T] ->[4] ->[4] ->[0] ->[Hz]
　　に なります。  1KHzの 場合は
　　[F/T]->[1]->[KHz] です。

⑦　ウェーブフォームキー（波形の
　　選択）です。 　１回押す毎に
　　[SINE] ->[SQR] ->[TRI]->
　　[RMP+] ->[RMP-] ->[STR+] ->
　　[STR-] ->[USER] に
  　切り替わります。

⑧　ESCキー（設定動作の中断）を
　　行うキーです。

⑨　カーソル表示です。
⑩　周波数表示です。
⑪　波形名称表示です。
⑫　出力電圧表示です。
⑬　オフセット電圧表示です。



　右は、FG085 1KHzの、各波形出力の

オシログラフの Jpeg画像です。

矩形波：　5.18 Vp-p

三角波：　4.82 Vp-p

正弦波：　4.98 Vp-p

で、各波形の レベル差が、小さいです。

このレベルであれば、波形切り替え時の

レベル差は、問題ないと思います。ICL

ICL803周波数レンジ設定用コンデンサの

凡その守備範囲の表示はありません。

　FG085は、オールデジタルで、レンジ設

定用のコンデンサは、無いです。

FG085 各波形出力
振幅の レベル差



FG085／矩形波出力
10Hz、100Hz、1KHz、10KHz

、100KHz の波形



FG085／三角波出力
10Hz、100Hz、1KHz、10KHz

、100KHz の波形



FG085／正弦波出力
10Hz、100Hz、1KHz、10KHz

、100KHz の波形
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